











































































































































































































































































































































































































































































































































































本稿は 2002 年 1 月に国際基督教大学大学院に提出した修士論文「大正教養主義の失墜」より、第






























部次郎──」『大正哲学史研究』船山信一著作集第 7 巻、こぶし書房、1999、35 頁）。「「大正教養





















10) 阿部『人格主義』（岩波書店、1922）に収録。後に『阿部次郎全集』第 6 巻（角川書店、1961）。










































































49) 阿部次郎「文化の中心問題としての教養」、1933。全集第 16 巻収録。
50) 上山春平『日本の思想　土着と欧化の系譜』（サイマル出版会、1971）第 2 章「阿部次郎と大正教
養主義」参照。
51) F. K. リンガー『知の歴史社会学』名古屋大学出版会、1992、12 頁。
52) 山本芳明「大正六年――文壇のパラダイム・チェンジ」『学習院大学文学部研究年報』第 41 輯、
1995。後に山本『文学者はつくられる』（ひつじ書房、2000）に収録。
53) 大野亮司「神話の生成――志賀直哉・大正五年前後――」『日本近代文学』第 52 集、1994。
54) 最近年のものとして竹内『教養主義の没落』（中央公論新社、2003）を挙げておきたい。
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